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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第73期

第２四半期連結
累計期間

第73期
第２四半期連結
会計期間

第72期

会計期間
自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日

自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日

自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日

売上高 (千円) 8,991,152 4,816,482 19,909,505

経常利益 (千円) 218,795 192,201 1,276,952

四半期(当期)純利益 (千円) 121,360 110,323 668,867

純資産額 (千円) ― 14,479,261 14,849,097

総資産額 (千円) ― 20,957,440 22,417,427

１株当たり純資産額 (円) ― 322.21 330.34

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 2.81 2.55 15.34

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) ― 66.4 63.7

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 683,168 ― 1,121,463

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △314,214 ― △599,199

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △301,666 ― △511,868

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― 3,130,647 3,108,197

従業員数 (人) ― 882 841

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してお

りません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社における状況

平成20年９月30日現在

従業員数(人)
882　 　
(110)

(注)　従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は（　）内に当第２四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載してお

ります。

　

　

(2) 提出会社の状況

平成20年９月30日現在

従業員数(人)
558
(60)

(注)　従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は（　）内に当第２四半期会計期間の平均人員を外数で記載しておりま

す。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第２四半期連結会計期間における生産実績は、次のとおりであります。
　

事業部門の名称 金額(千円)

計測制御機器 1,640,480

計装システム 1,366,121

センサ 895,255

その他 78,122

合計 3,979,978

(注) １　金額は、見込販売価額で示してあります。
２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 受注状況

当第２四半期連結会計期間における受注状況は、次のとおりであります。
　

事業部門の名称 受注高(千円) 受注残高(千円)

計測制御機器 1,697,025 673,403

計装システム 1,622,490 2,597,937

センサ 1,073,718 713,963

その他 227,736 83,743

合計 4,620,969 4,069,046

(注)　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(3) 販売実績

当第２四半期連結会計期間における販売実績は、次のとおりであります。
　

事業部門の名称 金額(千円)

計測制御機器 1,696,510

計装システム 1,776,792

センサ 1,101,072

その他 242,108

合計 4,816,482

(注)　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

３ 【財政状態及び経営成績の分析】

(1)経営成績の分析

当第２四半期連結会計期間における連結業績は、売上高は4,816百万円であります。このうち国内売上

高は3,807百万円、海外売上高は1,008百万円となりました。連結売上高に占める海外売上高の割合は

20.9％であります。

品目別の売上高は、『計測制御機器』は記録計のＫＲシリーズやサイリスタは伸長しましたが、調節計

他全般的に伸び悩み1,696百万円となり、『計装システム』はカロリー計測関連は伸長しましたが、他は

減少し1,776百万円となりました。一方、『センサ』は放射機器は昨年発売したＣＰＡ－Ｔ４００等が順

調に拡大しました。また、温度センサも数量は伸びましたが、価格下落により金額ベースでは前年を下回

ることとなり1,101百万円にとどまりました。『その他』は修理・サービス等がやや増加し242百万円と

なりました。

利益面につきましては、コストダウンに注力いたしましたが、機器・センサの売上高が減少し計装シス

テムが増加したことによる採算性の悪化があり、また、機械装置の減価償却費アップの影響も加わり、売

上原価率は70.7％、販売費・一般管理費は売上比24.2％であります。その結果、当第２四半期連結会計期

間の営業利益は243百万円、経常利益は192百万円、四半期純利益は110百万円となりました。

(2)財政状態の分析

①資産の状況

当第２四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末に比べて1,459百万円減少し、20,957

百万円となりました。

流動資産は、前連結会計年度末に比べ1,133百万円減少し、14,249百万円となりました。主な増減は、

たな卸資産の増加270百万円、有価証券の減少50百万円、受取手形及び売掛金の減少1,563百万円であり

ます。

固定資産は、前連結会計年度末に比べ326百万円減少し、6,708百万円となりました。このうち有形固

定資産は新規取得より減価償却費が上回り118万円減となりました。投資その他の資産は投資有価証券

の減少52百万円、保険積立金の減少等により192百万円減の2,527百万円となりました。

②負債の状況

当第２四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末に比べて1,090百万円減少し、6,478百

万円となりました。

流動負債は、前連結会計年度末に比べ915百万円減少し、4,808百万円となりました。主な減少要因は

支払手形及び買掛金の減少698百万円、未払法人税等の減少110百万円であります。

固定負債は、退職給付引当金等の減少があり前連結会計年度末に比べ175百万円減少し1,670百万円

となりました。

③少数株主持分

連結子会社の上海大華―千野儀表有限公司、千野測控設備(昆山)有限公司及び韓国チノー株式会社

の少数株主持分であります。
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④純資産の状況

当第２四半期連結会計期間末の純資産合計は、14,479百万円となりました。これは主に四半期純利益

による増加121百万円と、剰余金の配当302百万円による減少等の結果であります。

(3)キャッシュ・フローの分析

当第２四半期連結会計期間における現金及び現金同等物は3,130百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結会計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは134百万円になりました。

税金等調整前四半期純利益191百万円に加え、減価償却費186百万円、売上債権の減少額596百万円等が

主な増加要因であります。一方、減少要因としては、仕入債務の減少481百万円、法人税等の支払額13百

万円等であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結会計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは220百万円の支出となり

ました。主な支出は有形固定資産の取得138百万円、主な収入は保険積立金の払戻しによる収入49百万

円等であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結会計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは32百万円の支出となりま

した。配当金の支払に46百万円の資金を使用いたしました。

(4)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

(5)研究開発活動

当第２四半期連結会計期間の研究開発費の総額は271百万円であります。なお、当第２四半期連結会計

期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第２四半期連結会計期間において、重要な設備の新設、除却等について、重要な変更ならびに重要な

設備計画の完了はありません。

また、当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 119,100,000

計 119,100,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成20年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成20年11月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 47,800,58047,800,580
東京証券取引所
（市場第１部）

―

計 47,800,58047,800,580― ―

　

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成20年７月１日～
平成20年９月30日

― 47,800 ― 4,292,027 ― 4,017,909

　

　

EDINET提出書類

株式会社チノー(E02286)

四半期報告書

 8/24



(5) 【大株主の状況】

平成20年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

チノー取引先持株会 東京都板橋区熊野町３２番８号 3,301 6.90

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内二丁目７番１号 2,126 4.44

チノー従業員持株会 東京都板橋区熊野町３２番８号 1,328 2.77

株式会社りそな銀行 大阪府大阪市中央区備後町二丁目２番１号 1,300 2.71

日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内一丁目６番６号 1,217 2.54

日本トラスティー・サービス信
託銀行株式会社（信託口４Ｇ）

東京都中央区晴海一丁目８番１１号 1,092 2.28

株式会社北浜製作所 大阪府大阪市中央区船越町二丁目１番６号 911 1.90

株式会社ニッカトー 大阪府堺市堺区遠里小野町三丁目２番２４号 819 1.71

竹　田　和　平 愛知県名古屋市天白区 700 1.46

日本マスタートラスト信託 
銀行株式会社（信託口）

東京都港区浜松町二丁目１１番３号 517 1.08

計 ― 13,31427.85

(注)　上記のほか当社所有の自己株式4,614千株（9.65％）があります。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成20年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 4,614,000

― ─

完全議決権株式(その他)
普通株式

42,548,000
42,548 ─

単元未満株式 普通株式  638,580 ― 　単元（1,000株）未満の株式

発行済株式総数 47,800,580 ― ―

総株主の議決権 ― 42,548 ―

　

　

② 【自己株式等】

平成20年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式）
株式会社チノー

東京都板橋区熊野町32―8 4,614,000 ― 4,614,0009.65

計 ― 4,614,000 ― 4,614,0009.65

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成20年
　４月 　５月 　６月 　７月 　８月 　９月

最高(円) 282 305 347 310 299 300

最低(円) 255 270 282 275 243 223

(注)　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第１部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間(平成20年７月１

日から平成20年９月30日まで)及び当第２四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年９月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、監査法人大手門会計事務所により四半期レビューを受けておりま

す。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,273,217 3,108,197

受取手形及び売掛金 7,571,823 9,135,789

商品 323,710 292,087

製品 555,105 450,341

原材料 1,086,192 1,078,569

仕掛品 878,607 752,270

その他 578,602 586,526

貸倒引当金 △18,090 △20,640

流動資産合計 14,249,169 15,383,141

固定資産

有形固定資産 ※
 3,936,881

※
 4,054,946

無形固定資産 244,000 259,367

投資その他の資産

その他 2,527,393 2,719,977

貸倒引当金 △4 △5

投資その他の資産合計 2,527,389 2,719,972

固定資産合計 6,708,271 7,034,285

資産合計 20,957,440 22,417,427

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,951,894 3,650,281

短期借入金 740,000 710,000

未払法人税等 92,527 203,420

賞与引当金 474,964 460,419

その他 548,686 699,047

流動負債合計 4,808,074 5,723,169

固定負債

退職給付引当金 1,306,912 1,359,692

役員退職慰労引当金 94,905 185,885

その他 268,287 299,582

固定負債合計 1,670,105 1,845,160

負債合計 6,478,179 7,568,330

純資産の部

株主資本

資本金 4,292,027 4,292,027

資本剰余金 4,072,140 4,072,140

利益剰余金 6,857,926 7,043,367

自己株式 △1,404,169 △1,398,607

株主資本合計 13,817,925 14,008,928

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 104,713 138,862

為替換算調整勘定 △7,755 124,889

評価・換算差額等合計 96,957 263,752

少数株主持分 564,378 576,416

純資産合計 14,479,261 14,849,097

負債純資産合計 20,957,440 22,417,427
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年９月30日)

売上高 8,991,152

売上原価 6,388,484

売上総利益 2,602,668

販売費及び一般管理費

給料手当及び賞与 858,782

賞与引当金繰入額 194,472

退職給付費用 56,601

役員退職慰労引当金繰入額 25,734

研究開発費 242,543

その他 935,424

販売費及び一般管理費合計 2,313,559

営業利益 289,108

営業外収益

受取利息 9,656

受取配当金 14,948

仕入割引 12,422

その他 17,019

営業外収益合計 54,047

営業外費用

支払利息 5,230

退職給付会計基準変更時差異の処理額 113,163

その他 5,966

営業外費用合計 124,360

経常利益 218,795

特別利益

貸倒引当金戻入額 1,940

その他 163

特別利益合計 2,103

特別損失

固定資産処分損 3,664

特別損失合計 3,664

税金等調整前四半期純利益 217,235

法人税等 78,824

少数株主利益 17,050

四半期純利益 121,360
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間
(自 平成20年７月１日
　至 平成20年９月30日)

売上高 4,816,482

売上原価 3,406,754

売上総利益 1,409,727

販売費及び一般管理費

給料手当及び賞与 429,102

賞与引当金繰入額 98,604

退職給付費用 29,081

役員退職慰労引当金繰入額 4,294

研究開発費 122,759

その他 482,837

販売費及び一般管理費合計 1,166,680

営業利益 243,047

営業外収益

受取利息 5,947

仕入割引 7,226

その他 4,213

営業外収益合計 17,387

営業外費用

支払利息 3,965

退職給付会計基準変更時差異の処理額 56,582

その他 7,685

営業外費用合計 68,233

経常利益 192,201

特別利益

貸倒引当金戻入額 391

特別利益合計 391

特別損失

固定資産処分損 711

特別損失合計 711

税金等調整前四半期純利益 191,881

法人税等 66,993

少数株主利益 14,564

四半期純利益 110,323
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 217,235

減価償却費 367,439

のれん償却額 13,871

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2,550

受取利息及び受取配当金 △24,605

支払利息 5,230

売上債権の増減額（△は増加） 1,505,775

たな卸資産の増減額（△は増加） △292,678

仕入債務の増減額（△は減少） △685,003

その他 △250,095

小計 854,618

利息及び配当金の受取額 24,615

利息の支払額 △5,230

法人税等の支払額 △190,834

営業活動によるキャッシュ・フロー 683,168

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △142,570

有形固定資産の取得による支出 △293,814

有価証券及び投資有価証券の取得による支出 △5,000

有価証券及び投資有価証券の売却及び償還によ
る収入

50,000

貸付金の回収による収入 4,788

保険積立金の払戻による収入 149,827

その他 △77,445

投資活動によるキャッシュ・フロー △314,214

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 30,000

自己株式の取得による支出 △5,562

配当金の支払額 △297,015

少数株主への配当金の支払額 △29,088

財務活動によるキャッシュ・フロー △301,666

現金及び現金同等物に係る換算差額 △44,837

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 22,450

現金及び現金同等物の期首残高 3,108,197

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 3,130,647
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第２四半期連結累計期間
(自　平成　20年４月１日
 至　平成　20年９月30日)

会計処理基準に関する事項の変更

　棚卸資産の評価に関する会計基準の適用

「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日）を第１四半期連結会計期間

から適用し、評価基準については、原価法から原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）に変更しており

ます。なお、この変更による当第２四半期連結累計期間の損益への影響はありません。

　

【簡便な会計処理】

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　
当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年９月30日)

税金費用の計算

当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合

理的に見積もり、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

　

【追加情報】

　

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年９月30日)

機械装置の耐用年数につきましては、平成20年度法人税法改正を契機として見直しを行い、第1四半期連結会計期間

より変更しております。これにより、従来の方法と同様の方法によった場合と比較して、当第２四半期連結累計期間

の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益は、それぞれ19,060千円減少しております。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

※　有形固定資産の減価償却累計額

9,257,200千円

※　有形固定資産の減価償却累計額

9,080,496千円
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年９月30日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 3,273,217千円

有価証券 ―〃

　　　計 3,273,217千円

預入期間が３か月超の定期預金 △ 142,570〃

現金及び現金同等物 3,130,647千円
 

　

(株主資本等関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成20年９月30日)及び当第２四半期連結累計期間(自　平成20年４月１

日　至　平成20年９月30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 47,800,580

　

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 4,614,811

　

　

３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

　

　
４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年5月15日
取締役会

普通株式 302,438 7.00平成20年3月31日 平成20年6月13日 利益剰余金

　
　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。

　

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期

間（自平成20年４月１日　至平成20年９月30日）における当社グループ（当社及び連結子会社）の事業

は、計測制御機器等の製造販売という単一の産業区分に属する事業であります。

　

　

【所在地別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)及び当第２四半期連結累計期

間（自平成20年４月１日　至平成20年９月30日）

全セグメントの売上高の合計に占める「本邦」の割合が90％を超えているため、所在地別セグメント情

報の記載を省略しております。

　

　

【海外売上高】

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)

　

アジア 北米 欧州 その他 計

Ⅰ　海外売上高(千円) 762,489 139,568 101,246 5,361 1,008,664

Ⅱ　連結売上高(千円) ― ― ― ― 4,816,482

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

15.8 2.9 2.1 0.1 20.9

　

当第２四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

　

アジア 北米 欧州 その他 計

Ⅰ　海外売上高(千円) 1,291,408272,151 134,503 9,025 1,707,087

Ⅱ　連結売上高(千円) ― ― ― ― 8,991,152

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

14.4 3.0 1.5 0.1 19.0

(注) １ 　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２ 　本邦以外の区分に属する主な国又は地域

(1)　アジア　……………… 中国、韓国、インド等

(2)　北　米　……………… 米国、カナダ等

(3)　欧　州　……………… チェコ、イタリア、ドイツ等

(4)　その他　……………… オーストラリア等

３ 　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変

動はありません。
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(デリバティブ取引関係)

該当事項はありません。

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

322円21銭 330円34銭

　

（注）１株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第2四半期連結会計期間末

（平成20年９月30日）

前連結会計年度

（平成20年３月31日）

連結貸借対照表の純資産の部の合計 （千円） 14,479,261 14,849,097

普通株式に係る純資産額 （千円） 13,914,882 14,272,680

差額の主な内訳

　少数株主持分 （千円） 564,378 576,416

普通株式の発行済株式数 （千株） 47,800 47,800

普通株式の自己株式数 （千株） 4,614 4,595

１株当たり純資産額の算定に用いられ
た普通株式の数

（千株） 43,185 43,205

２　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

第２四半期連結累計期間

　
当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年９月30日)

１株当たり四半期純利益 2円81銭

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について
は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(注)　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

項目
当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 121,360

普通株式に係る四半期純利益(千円) 121,360

普通株主に帰属しない金額(千円) ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 43,196
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第２四半期連結会計期間

　
当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日 
 至　平成20年９月30日)

１株当たり四半期純利益 2円55銭

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について
は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(注)　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

項目
当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日 
 至　平成20年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 110,323

普通株式に係る四半期純利益(千円) 110,323

普通株主に帰属しない金額(千円) ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 43,190

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

(リース取引関係)

該当事項はありません。

　

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成20年11月10日

株式会社チノー

取締役会　御中

　

監査法人大手門会計事務所

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　植　木　暢　茂　　印

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　武　川　博　一　　印

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社チノーの平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成

20年７月1日から平成20年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年９月

30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連

結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営

者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

　

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社チノー及び連結子会社の平成20年９

月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営

成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項

がすべての重要な点において認められなかった。

 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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